
意図的な航空機衝突への対応

重大事故対策
（格納容器破損防止対策 など）

自然現象に対する考慮

電源の信頼性
耐震・耐津波性能 など

（火山・竜巻・森林火災を新設）
自然現象に対する考慮
電源の信頼性
耐震・耐津波性能 など

見直し

新設

新設

新設
強化

重大事故対策
（自主的な対策）

新 規 制 基 準従来の規制基準

事故の進展を
防ぐための規制

事故を起こさない
ための規制

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所（
以
下
1
F
）の
事
故
か
ら
今
年
で
10
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
中
国
電
力
で
は
、
こ
の
事
故
直
後
か
ら
島
根
原
子
力
発
電

所
の
安
全
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、 

2
0
1
3
年
12
月
25
日
に
島
根
原
子
力

発
電
所
２
号
機
の
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

申
請
な
ど
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
以
後
、
1
8
4
回
の
審
査
会
合
と
5
回
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
2
0
2
1

年
9
月
15
日
に
「
審
査
合
格
（
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
）」
と
な
り
ま
し
た
。

島
根
2
号
機
は
再
稼
働
に
向
け
た
大
き
な
節
目
を
ク
リ
ア
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
1
F
の
事
故
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
、世
界
最
高
水
準
と
言
わ
れ
る

「
新
規
制
基
準
」
に
適
合
す
べ
く
進
め
ら
れ
て
き
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

2020年7月撮影

新規制基準適合性審査に合格!!
中国電力島根原子力発電所2号機

再
稼
働
に
向
け
、次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

【新規制基準の内容】

島根原子力発電所2号機設備概要

　新規制基準では、福島第一原子力発電所事故の反省や国内外からの指摘を
踏まえて策定されました。従来の基準を見直して強化するとともに、重大事故対策
やテロ対策などの項目が新規制基準で新設されました。

営業運転開始 1989年2月
定格電気出力 82万kW

運 転 状 況 2012年1月～停止中
原子炉型式 沸騰水型（BWR）

事
業
者
か
ら
の
許
認
可
申
請

原子炉設置変更許可申請の審査

設計及び工事計画認可申請の審査

保安規定認可申請の審査

審
査
　書
案

許
可

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

起動準備

使用前事業者検査

再
　
稼
　
働

認
可

認
可

9月15日の原子炉設置変更許可は、島根2号機の安全対策に関する基本方針や基本設計が新規制基準に適合しているとの判断がなされたものです。
今後は工事の詳細な設計内容を定めた「設計及び工事計画認可申請」と、発電所の運用ルールを定めた「保安規定認可申請」の審査などが行われます。
また、中国電力は様々な機会を通じて、地元への理解活動を進めています。

地震・津波・火山の審査 
プラント（機械・設備）の審査

島根
2号機
現在
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島根原子力発電所の安全対策の数々島根原子力発電所の安全対策の数々
巨
大
地
震
の
揺
れ
や
津
波
に
備
え
る

6.5m

海抜15m

海抜8.5m

津
波
対
策
の
防
波
壁

空冷式ガスタービン発電施設（右建物）と
耐震性の高い緊急用受電設備（左鉄塔）

緊急時に冷却用の水を供給する車

電源を供給する車も複数台配備 巨大ビルが横たわっているような防波壁（2020年に撮影）

※ガル：揺れの速さがどれくらい変化したかを表す単位

建設中の防波壁（2011年に撮影）

防波壁断面図

海抜0m

最大津波高さ海抜11.9m

海抜15mの防波壁

敷地高さ8.5m

古
泉
／
地
震
・
津
波
の
審
査
は
、
ど
の
よ
う

な
審
査
な
の
で
す
か
。

清
水
／
適
合
性
審
査
は
大
き
く
分
け
て
地
震
や

津
波
、火
山
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
審
査

と
、設
備
や
機
器
等
の
審
査
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。私
は
主
に
前
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
・
津
波
の
審
査
で
は
、
発
電
所
敷
地
内

に
お
け
る
最
大
の
地
震
に
よ
る
揺
れ
の
大
き
さ

（
基
準
地
震
動
）や
、津
波
の
高
さ
な
ど
も
決
め

ま
す
。
島
根
の
場
合
、
基
準
地
震
動
の
最
大

加
速
度
は
８
２
０
ガ
ル（
※
）、津
波
の
高
さ
は

海
抜
11
・
9
m
と
い
う
評
価
結
果
で
し
た
。

古
泉
／
審
査
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
か
。

清
水
／
地
震
・
津
波
の
審
査
で
時
間
を
要
し
た

の
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
付
近
に
あ
る
宍

道
断
層
の
評
価
で
し
た
。

　
活
断
層
評

価
は
、
後
期

更
新
世
（
約

12
〜
13
万
年

前
）
以
降
の

活
動
の
有
無
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、「
活
断

層
で
な
い
」と
評
価
す
る
に
は
、
後
期
更
新
世

ま
で
の
間
に
断
層
が
動
い
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
査
場
所

が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
こ
れ
を
調
べ
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。

　
申
請
時
点
の
宍
道
断
層
の
長
さ
は
22
㎞
と

評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、最
新
の
知
見
等
を
踏

ま
え
、
評
価
に
万
全
を
期
す
意
味
で
39
㎞
と

見
直
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
も

了
承
を
得
ま
し
た
。

古
泉
／
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
は
、
旧

原
子
力
安
全
・
保
安
院
時
代
の
審
査
と
比
べ

て
ど
ん
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
か
。

清
水
／
基
準
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
審
査

項
目
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
審
査
の
透
明

性
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な
違
い
で
す
。

審
査
の
過
程
は
全
て
公
開
の
場
で
行
い
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
生
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

古
泉
／
一
般
の
人
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で

す
ね
。透
明
性
が
保
た
れ
る
と
、多
く
の
人
が

納
得
で
き
ま
す
ね
。

　
島
根
で
の
仕
事
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

清
水
／
島
根
の
安
全
対
策
の
一
つ
に
防
波
壁

が
あ
り
ま
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
直
後
、
ま
だ
新
規
制
基
準
も
決
ま
っ
て

い
な
い
時
に「
同
様
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

防
波
壁
を
つ
く
ろ
う
」
と
社
内
で
決
ま
り
、

早
期
に
海
抜
15
ｍ
の
防
波
壁
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
返

上
で
設
計
に

取
り
組
み
、早

期
に
基
本
設

計
を
終
え
、す

ぐ
に
建
設
に

取
り
か
か
り
、
約
1
年
半
を
か
け
2
0
1
3
年

９
月
に
は
、
完
成
形
と
な
り
ま
し
た
。
全
国

の
原
子
力
発
電
所
で
い
ち
早
く
対
応
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

古
泉
／
私
も
2
回
現
地
に
行
き
ま
し
た
が
、

こ
の
防
波
壁
を
見
る
だ
け
で
も
安
心
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
水
／
私
個
人
と
し
て
も
あ
れ
だ
け
の
大
規

模
工
事
に
計
画
か
ら
完
成
ま
で
従
事
で
き
た

こ
と
は
、
土
木
技
術
者
と
し
て
良
い
経
験
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
泉
／
清
水
副
所
長
は
、
上
関
地
点
の
原
子

炉
設
置
許
可
申
請
時
の
調
査
に
も
携
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
上
関
地
点
の
地
盤
や
津

波
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

清
水
／
2
0
0
9
年
12
月
18
日
に
上
関
原
子

力
発
電
所
1
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
申
請
時
の
基
準
地
震

動
の
最
大
加
速
度
は
８
０
０
ガ
ル
、
津
波
の

高
さ
は
海
抜
4.6
ｍ
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
後
、意
見
聴
取
会
（
当
時
の
審
査
）
や
、

国
に
よ
る
現
地
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
聴
取
会
で
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、

追
加
調
査
等
も
実
施
し
て
い
た
の
で
す
が
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
起
こ
り
、

審
査
は
中
断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

古
泉
／
い
ず
れ
上
関
地
点
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
新
規
制
基
準
で
の
審
査
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

清
水
／
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
、そ
の
場
所

に
よ
っ
て
特
性
が
違
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、新
た
な
知
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
島
根
や
他
の
合
格
し
た

プ
ラ
ン
ト
で
の
審
査
事
例
な
ど
も
活
か
し
つ
つ

「
安
全
・
安
心
な
原
子
力
発
電
所
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
泉
／
島
根
の
審
査
の
経
験
は
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
ま
す
か
。

清
水
／
活
断
層
の
評
価
方
法
や
、
津
波
評
価

に
お
け
る
不
確
か
さ
を
考
慮
す
る
手
法
な
ど
、

様
々
な
経
験
が
活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

比
較
的
近
く
に
あ
る
伊
方
発
電
所
の
審
査
結

果
も
参
考
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

古
泉
／
上
関
地
点
で
は
２
０
１
７
年
か
ら
追

加
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目

的
や
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

清
水
／
敷
地
内
の
断
層
評
価
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
上
関
地
点
に
は「
原
子
力
発
電
所

の
設
計
上
考
慮
す
べ
き
活
断
層
は
な
い
」と
い

う
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
来
る
べ
き
新

規
制
基
準
の
審
査
の
中
で
、確
実
に
対
応
す
る

た
め
、更
な
る
デ
ー
タ
拡
充
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
、陸
上
ボ
ー
リ
ン
グ

で
は「
鉱
物
脈
法
」に
よ
る
評
価
・
分
析
。海
上

ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、後
期
更
新
世
の
地
層
が
分

布
す
る
可
能
性
の
高
い
沖
合
で「
上
載
地
層
法
」

に
よ
る
評
価
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

古
泉
／
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ
は
で
き
る
だ
け
早

く
着
手
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
調
査
で
、
上
関
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
は
確
認
で
き
ま
す
か
。

清
水
／
今
後
も
最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
来
る
べ
き
審
査
に
は
真
摯
に
対
応
し
、

審
査
の
過
程
や
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ま
に
も
丁
寧
に
ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

古
泉
／
私
た
ち
も
理
解
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
上
関
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
に
と
っ
て
、
島
根
2
号
機
の
再
稼
働
は
大
き
な

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、島
根
２
号
機
の
適
合
性
審
査
の
う
ち
、地
震
・

津
波
の
審
査
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
現 

上
関
原
子
力
発
電
所
準
備
事
務
所
副
所

長
の
清
水
氏
に
、
安
全
対
策
や
審
査
の
様
子
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

土木部門を中心に、水力・火力発電
所の建設や原子力発電所の安全審
査に携わる。
2009年12月に国へ行った上関原
子力発電所1号機の原子炉設置許可
申請では、申請書に係る審査を対応。
2013年2月からは、島根原子力発
電所の新規制基準の審査対応にあ
たるなどし、現在に至る。

清
水 

雄
一
さ
ん

上
関
原
子
力
発
電
所
準
備
事
務
所

副
所
長

　
海
に
面
し
て
立
地
す
る
原
子
力
発
電
所
に
と
っ
て
、

地
震
や
津
波
対
策
は
非
常
に
重
要
な
安
全
対
策
の
一
つ

で
す
。

　
島
根
原
子
力
発
電
所
で
は
、
発
電
所
南
側
に
あ
る

穴
道
断
層
か
ら
想
定
さ
れ
る
地
震
の
最
大
の
揺
れ
を

考
慮
し
、
発
電
所
建
物
等
に
耐
震
性
を
持
た
せ
る
な
ど
、

ガスタービン発電機

フィルタ付
ベント設備

防 波 壁

防 波 壁

3号機

安
全
性
に
対
し
て
万
全
を
期
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
想
定
さ
れ
る
最
大
の
津
波
の
高
さ
を
海
抜

11
・
９
ｍ
と
評
価
し
、そ
れ
を
大
幅
に
上
回
る
海
抜
15
ｍ

の
防
波
壁
が
発
電
所
の
敷
地
全
体
を
防
護
し
て
い
ま

す
。
こ
の
防
波
壁
は
想
定
さ
れ
る
最
大
の
地
震
と
津
波

に
耐
え
う
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
ん
じ

安
全
性
に
万
全
を
期
す
対
応
を

清
水
副
所
長
に
聞
く…

新
規
制
基
準
へ
の
対
応

スペシャルインタビュースペシャルインタビュー
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この水密扉は厚さ25cmもある（2020年に撮影）

免震重要棟（2020年に撮影）緊急時対策所の内部（2020年に撮影）

放射線から内部を守る緊急時対策所の厚い壁

随時行われている緊急時対応訓練

【免震重要棟】
海抜約50ｍの高台に設置し、緊急時
における復旧作業等に従事する要員を
収容するなどの活動に利用。

【緊急時対策所】
緊急時対応の拠点として、緊急時対策
本部の要員の被ばくを低減する観点か
ら、より高い気密性を確保できる強靭
な耐震構造となっている。壁厚は約1
ｍで、150人の職員が外部からの支援
や補給がなくても１週間活動できる。

【その他、数々の安全対策】
建物内部の設備を守るため、建屋入り
口や施設の入り口に水密扉を設置。
万が一の事故が起こることも想定し、
原子炉の冷却のための、外部電源の信
頼性確保や多様化などを行うとともに、
代替の注水ポンプ設置や大量送水車
の配備などを通じて、冷却機能を確保
できるよう対策している。
また、緊急事態に的確に対応できるよう
様々な訓練を行うとともに、自治体な
どへの連絡用ネットワークの強化など
を行っている。

【フィルタ付ベント設備】
放射性物質の放出を伴う重大な事故が発生した際、フィルタを通すこと
により放射性物質の放出量を大幅に低減する設備。除去性能は、粒子状
の放射性物質を99.9％、無機よう素を99％、有機よう素を98％取り除
くことが可能。

緊急時に冷却用の水を供給する車

電源を供給する車も複数台配備

建設中の様子（2020年に撮影）

古
泉
／
地
震
・
津
波
の
審
査
は
、
ど
の
よ
う

な
審
査
な
の
で
す
か
。

清
水
／
適
合
性
審
査
は
大
き
く
分
け
て
地
震
や

津
波
、火
山
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
審
査

と
、設
備
や
機
器
等
の
審
査
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。私
は
主
に
前
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
・
津
波
の
審
査
で
は
、
発
電
所
敷
地
内

に
お
け
る
最
大
の
地
震
に
よ
る
揺
れ
の
大
き
さ

（
基
準
地
震
動
）や
、津
波
の
高
さ
な
ど
も
決
め

ま
す
。
島
根
の
場
合
、
基
準
地
震
動
の
最
大

加
速
度
は
８
２
０
ガ
ル（
※
）、津
波
の
高
さ
は

海
抜
11
・
9
m
と
い
う
評
価
結
果
で
し
た
。

古
泉
／
審
査
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
か
。

清
水
／
地
震
・
津
波
の
審
査
で
時
間
を
要
し
た

の
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
付
近
に
あ
る
宍

道
断
層
の
評
価
で
し
た
。

　
活
断
層
評

価
は
、
後
期

更
新
世
（
約

12
〜
13
万
年

前
）
以
降
の

活
動
の
有
無
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、「
活
断

層
で
な
い
」と
評
価
す
る
に
は
、
後
期
更
新
世

ま
で
の
間
に
断
層
が
動
い
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
査
場
所

が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
こ
れ
を
調
べ
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。

　
申
請
時
点
の
宍
道
断
層
の
長
さ
は
22
㎞
と

評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、最
新
の
知
見
等
を
踏

ま
え
、
評
価
に
万
全
を
期
す
意
味
で
39
㎞
と

見
直
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
も

了
承
を
得
ま
し
た
。

古
泉
／
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
は
、
旧

原
子
力
安
全
・
保
安
院
時
代
の
審
査
と
比
べ

て
ど
ん
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
か
。

清
水
／
基
準
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
審
査

項
目
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
審
査
の
透
明

性
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な
違
い
で
す
。

審
査
の
過
程
は
全
て
公
開
の
場
で
行
い
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
生
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

古
泉
／
一
般
の
人
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で

す
ね
。透
明
性
が
保
た
れ
る
と
、多
く
の
人
が

納
得
で
き
ま
す
ね
。

　
島
根
で
の
仕
事
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

清
水
／
島
根
の
安
全
対
策
の
一
つ
に
防
波
壁

が
あ
り
ま
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
直
後
、
ま
だ
新
規
制
基
準
も
決
ま
っ
て

い
な
い
時
に「
同
様
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

防
波
壁
を
つ
く
ろ
う
」
と
社
内
で
決
ま
り
、

早
期
に
海
抜
15
ｍ
の
防
波
壁
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
返

上
で
設
計
に

取
り
組
み
、早

期
に
基
本
設

計
を
終
え
、す

ぐ
に
建
設
に

取
り
か
か
り
、
約
1
年
半
を
か
け
2
0
1
3
年

９
月
に
は
、
完
成
形
と
な
り
ま
し
た
。
全
国

の
原
子
力
発
電
所
で
い
ち
早
く
対
応
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

古
泉
／
私
も
2
回
現
地
に
行
き
ま
し
た
が
、

こ
の
防
波
壁
を
見
る
だ
け
で
も
安
心
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
水
／
私
個
人
と
し
て
も
あ
れ
だ
け
の
大
規

模
工
事
に
計
画
か
ら
完
成
ま
で
従
事
で
き
た

こ
と
は
、
土
木
技
術
者
と
し
て
良
い
経
験
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
泉
／
清
水
副
所
長
は
、
上
関
地
点
の
原
子

炉
設
置
許
可
申
請
時
の
調
査
に
も
携
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
上
関
地
点
の
地
盤
や
津

波
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

清
水
／
2
0
0
9
年
12
月
18
日
に
上
関
原
子

力
発
電
所
1
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
申
請
時
の
基
準
地
震

動
の
最
大
加
速
度
は
８
０
０
ガ
ル
、
津
波
の

高
さ
は
海
抜
4.6
ｍ
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
後
、意
見
聴
取
会
（
当
時
の
審
査
）
や
、

国
に
よ
る
現
地
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
聴
取
会
で
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、

追
加
調
査
等
も
実
施
し
て
い
た
の
で
す
が
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
起
こ
り
、

審
査
は
中
断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

古
泉
／
い
ず
れ
上
関
地
点
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
新
規
制
基
準
で
の
審
査
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

清
水
／
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
、そ
の
場
所

に
よ
っ
て
特
性
が
違
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、新
た
な
知
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
島
根
や
他
の
合
格
し
た

プ
ラ
ン
ト
で
の
審
査
事
例
な
ど
も
活
か
し
つ
つ

「
安
全
・
安
心
な
原
子
力
発
電
所
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
泉
／
島
根
の
審
査
の
経
験
は
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
ま
す
か
。

清
水
／
活
断
層
の
評
価
方
法
や
、
津
波
評
価

に
お
け
る
不
確
か
さ
を
考
慮
す
る
手
法
な
ど
、

様
々
な
経
験
が
活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

比
較
的
近
く
に
あ
る
伊
方
発
電
所
の
審
査
結

果
も
参
考
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

古
泉
／
上
関
地
点
で
は
２
０
１
７
年
か
ら
追

加
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目

的
や
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

清
水
／
敷
地
内
の
断
層
評
価
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
上
関
地
点
に
は「
原
子
力
発
電
所

の
設
計
上
考
慮
す
べ
き
活
断
層
は
な
い
」と
い

う
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
来
る
べ
き
新

規
制
基
準
の
審
査
の
中
で
、確
実
に
対
応
す
る

た
め
、更
な
る
デ
ー
タ
拡
充
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
、陸
上
ボ
ー
リ
ン
グ

で
は「
鉱
物
脈
法
」に
よ
る
評
価
・
分
析
。海
上

ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、後
期
更
新
世
の
地
層
が
分

布
す
る
可
能
性
の
高
い
沖
合
で「
上
載
地
層
法
」

に
よ
る
評
価
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

古
泉
／
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ
は
で
き
る
だ
け
早

く
着
手
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
調
査
で
、
上
関
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
は
確
認
で
き
ま
す
か
。

清
水
／
今
後
も
最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
来
る
べ
き
審
査
に
は
真
摯
に
対
応
し
、

審
査
の
過
程
や
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ま
に
も
丁
寧
に
ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

古
泉
／
私
た
ち
も
理
解
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

耐震性の高い受電施設 ガスタービン発電機

フィルタ付
ベント設備

免震重要棟

防 波 壁

緊急時対策所

2号機
1号機

上
関
地
点
の
安
全
性
に
も
自
信

上
関
地
点
の
安
全
性
に
も
自
信
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発
展
会
の
会
報
『
上
関
の
発
展
を
考
え
よ

う
』
第
1
号
は
1
9
8
2
年
（
昭
和
57
年
）
10

月
25
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
表
面
は
初
代

会
長
・
田
中
正
巳
氏
（
故
人
）
の
挨
拶
、
裏
面

は
結
成
趣
意
書
と
上
関
の
現
状
分
析
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
役
員
に
よ
る
原
子

力
誘
致
へ
の
思
い
や
ま
ち
づ
く
り
の
提
言
な

ど
の
投
稿
、
原
子
力
の
基
礎
知
識
な
ど
を
特

　
紙
名
を
『
潮
流
』
に
変
更
し
た
1
回
目
は

1
9
8
9
年
（
平
成
元
年
）
の
正
月
号
。
ま
ち

づ
く
り
の
流
れ
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
思
い
か
ら

の
命
名
で
し
た
。
当
初
は
地
元
『
上
関
町
の

昔
話
』
や
近
隣
温
泉
地
の
紹
介
と
い
っ
た
楽

し
い
記
事
と
、原
子
力
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
通
算
113
号
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
全
国
の

原
子
力
発
電
所
立
地
点
の
ま
ち
づ
く
り
を
紹

介
す
る『
原
電
の
あ
る
町 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
』

で
す
。
全
国
の
立
地
点
を
訪
ね
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
や
施
設
整
備
の
状
況
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
タ
イ
ト
ル

を
変
え
な
が
ら
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昔
話
は
隣
接
市
町
ま
で
エ
リ
ア
を

広
げ
、
136
号
ま
で
続
く
人
気
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

後
に
紙
芝
居
と
な
っ
た
民
話
も
あ
り
ま
す
。

集
し
、
毎
月
1
〜
2
回
発
行
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
号
か
ら
は
、
地
元
上
関
を
振
り
返
ろ
う

と
『
ふ
る
さ
と
探
訪
』
を
連
載
開
始
。
67
回
に

わ
た
っ
て
地
元
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
な
ど

を
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
に
冊
子

に
ま
と
め
、
町
内
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
79
号
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
、
全
国

の
ま
ち
づ
く
り
事
例
を
紹
介
す
る
『
里
お
こ

し
百
聞
』
で
す
。
こ
れ
は
、
上
関
の
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
に
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

全
国
の
特
徴
的
な
ま
ち
お
こ
し
を
進
め
て
い

る
市
町
村
で
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
同

会
報
最
終
104
号
ま
で

続
き
ま
し
た
。

　
『
上
関
町
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
（
町
連
協
）』
は
、
1
9
9
1
年
10
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
そ
の
前
身
は
1
9
8
2
年
12
月
に
発
足
し
た
『
上
関
の
発
展
を
考
え
る
会
（
発
展

会
）』
で
、
以
後
現
在
ま
で
一
貫
し
て
「
原
子
力
発
電
所
立
地
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
を
旗
印
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
『
発
展
会
』
か
ら
続
く
取
り
組
み

を
振
り
返
り
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
第
1
回
は
38
年
間
、
通
算
3
5
1
回
に

わ
た
る
会
報
の
う
ち
、『
町
連
協
』
発
足
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
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●
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
が

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
に
合

格
し
た
と
い
う
こ
と
で
、そ
の
審
査

に
携
わ
っ
た
上
関
原
子
力
発
電
所

準
備
事
務
所
の
清
水
副
所
長
に
色
々

と
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。●
島
根
原

子
力
発
電
所
２
号
機
は
、再
稼
働
に

向
け
住
民
説
明
会
等
が
行
わ
れ
る

よ
う
で
す
が
、審
査
に
合
格
し
た
こ

と
は
、私
た
ち
上
関
町
民
に
と
っ
て

も
喜
ば
し
い
出
来
事
で
す
。●
今
年

の
８
月
に
示
さ
れ
た
第
６
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画（
案
）に
、原
子
力
発

電
所
の
新
増
設
は
明
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、原
子
力
比
率
は
一
定
程
度

維
持
す
る
事
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

必
ず
新
増
設
は
議
論
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。●
上
関
町
で
は
、こ
れ
か

ら
も
心
を
一
つ
に
し
て
、理
解
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
町

連
協
の
事
務
所
で
す
が
、こ

の
度
、田
中
旅
館
の
裏
手
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。（
K
）

『上関町まちづくり連絡協議会』創立　　　周年企画30
続
け
て
き
た
情
報
発
信

シ
リ
ー
ズ
「
活
動
を
振
り
返
る
」（
1
）

後 記

上 

関
再
発
見
と
地
域
振
興
の
情
報

ま 

ち
づ
く
り
の
流
れ
を
つ
く
ろ
う

113号から始まった原子力発電所立地点のまちづくり紹介シリーズ

上
関
町
の
代
表
的
な
昔
話
2
話
が
紙
芝
居
に
な
っ
て
い
る

会報『希望』は1991年（平成3年）12月24日に創刊

1982年（昭和57年）に
発行した第1号

1987年と1989年に発行
された冊子『ふるさと探訪』最終回は八島の暮らしを紹介

『潮流』第1号は正月号

町連協会報は『希望』と命名　
1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）、
町
内
で
活
動
し
て
い
た
各
種
団
体

の
代
表
者
な
ど
が
集
ま
り
、
数
回
に
わ
た
っ
て
上
関
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
町
民
が
一

体
と
な
り
原
子
力
発
電
所
誘
致
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
よ
う
」
と
の
同
意
の
も
と
、
原
子
力
の
日
の
10
月
26
日
に「
上
関

町
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。「
連
絡
協
議

会
」
と
は
、
町
内
各
組
織
が
連
携
し
、
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
よ
う

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
長
は
引
き
続
き
田
中
正
巳

氏
が
務
め
、
事
務
、
広
報
、
企
画
の
各
委
員
会
を
設
け
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
な
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
町
連
協
発
足
を
機
に
会
報
も
一

新
。
紙
名
を『
希
望
』
と
改
め
ま
し

た
。『
希
望
』
は
平
成
16
年
ま
で
発

行
さ
れ
、
次
の『
花
信
』
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
ま
で
重
要
な
情
報
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）、
町
内
で
活
動
し
て
い
た
各
種
団
体

の
代
表
者
な
ど
が
集
ま
り
、
数
回
に
わ
た
っ
て
上
関
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
し
て「
町
民
が
一
体

と
な
り
原
子
力
発
電
所
誘
致
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

よ
う
」
と
の
合
意
の
も
と
、
原
子
力
の
日
の
10
月
26
日
に「
上
関
町

ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。「
連
絡
協
議
会
」

と
い
う
名
称
に
は
、町
内
各
組
織

が
連
携
し
、協
力
し
な
が
ら
活
動

し
よ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。会
長
は
引
き
続
き
田

中
正
巳
氏
が
務
め
、事
務
、
広
報
、

企
画
の
各
委
員
会
を
設
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
町
連
協
発
足
を
機
に
会
報
も

一
新
。
紙
名
を『
希
望
』と
改
め

ま
し
た
。『
希
望
』
は
平
成
16
年

ま
で
発
行
さ
れ
、次
の『
花
信
』に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
ま
で
重
要
な

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
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